
シール投票 ありがとうございました。    その１                 2020年 新春 

 

ご質問の背景は次の通りです。 

 

１．『最近の国会運営、正常だと思いますか？』 （思う／思わない） 

国会中継をご覧になっていますか？  例えば、予算委員会の運営をみていると、これが国民の選んだ議員さん

の審議なのかと、心配になりませんか。 

野党の質問には、官僚が作成した答弁書を読むだけで、聞かれたことに正面から答えず、自分たちに都合の良い

ことだけを述べる、丁寧に対応すると言いながら、同じ言葉を繰り返す。 このような中身のない時間を経ただけ

で、採決は数で押し切るのを何度も見せられていませんか。 

私たちの日々の生活に影響ある大事なことを、このような決め方で進めると、将来はどうなるのでしょうか？ 

 

２．『改憲は国民の声だ！ と思いますか？』 （思う／思わない） 

日本を取り巻く諸問題は山積しており、内外とも大変厳しい状況にあることには誰も異論はないでしょう。 

政府として、やらねばならないことに、優先順位をつけて取り組んで欲しいことにも異論はないでしょう。 

このような状況において、憲法に従わねばならない立場の政治家が、 憲法を変えたいというのは国民の声であ

る・・・からと公言してよいのでしょうか。 

 

３．『オリンピック後の日本経済は、どうなる？』 （良くなる／悪くなる） 

スポーツの祭典と言いつつ、多額のお金に群がる国内外の企業の都合で時期も場所も左右されてきた面も少な

くないようです。 

東京オリンピック・パラリンピックが決まってから、多額のお金が使われ、一部の自治体や企業がその恩恵に預かって

きましたが、全体で一体、幾らかかるか、誰が負担するのかなど、見通しが示されていません。 更にはオリンピック・

パラリンピックの後の日本経済に減速の懸念があると言われています。 

 

４． 『自分で国や社会を変えられると思いますか？』 （はい／いいえ） 

日本財団の第 20回 「18歳の意識調査」（2019年 9月～10月）の報告によると、 １０か国の 17歳

～19歳の各 1000人に聞いた結果、 この設問に 「はい」と答えたのは、 

インド 83.4％、インドネシア 68.2％、アメリカ 65.7％、中国 65.6％、イギリス 50.7％、ベトナム 47.6％、韓

国 39.6％、日本 18.3％ でした。 

他の設問 「将来に夢を持っている」、「国に解決したい社会課題がある」 などでは、日本は他国に比べ、30％

近く低い数字です。 どうしてでしょうか？ ご関心あれば、ネットで検索してみてください。 

 

５． 『次の選挙に、行きますか？』 （行く／行かない） 

私たちの住む社会を、より生き易くできるかどうかは、 私たちの意思次第ではありませんか。 

 

 投票していただいた結果は「つながる市民＠東京」に掲載します。 

                                  デモスタ＠せたがや＆シール投票の会 


